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豊島区立郷土資料館・ミュージアム開設準備だより

126
暮らし
昭和３０年代の暮らしの様子を再現した展示。
電気冷蔵庫や白黒テレビなどの家庭用電気製品が見
られる一方で、火鉢などの火を使った生活の道具も
使われていました。実際に畳へあがり、資料に触る
ことができます。

学び
柳下家に伝わる雑司ヶ谷村の寺子屋門

もんじんおぼえ
人 覚帳（名簿）と

往
おうらいもの

来物など（上）、学校の教材として使われていた石
せっこう

膏
製・木製の考古資料模型と教科書（下）

　

郷
土
資
料
館
の
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
企
画
展
示
室
も
お
色
直

し
を
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
室
で
は
、
現
在
、
豊
島
区
が
計
画
し
て
い
る

（
仮
称
）
芸
術
文
化
資
料
館
の
開
設
準
備
の
一
環
と
し
て
、
郷
土
資
料
、

美
術
、
文
学
・
マ
ン
ガ
の
３
分
野
に
よ
る
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
区
ゆ
か
り
の
作
品
資
料
や
調
査
研
究
の
成
果
を
広
く
皆
様
に
紹
介
す

る
機
会
を
設
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
第
１
弾
は
、
郷
土
資
料
分
野
に
よ
る
企
画
展
「
学

び
と
暮
ら
し
」
を
一
〇
月
一
日
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
「
学
び
」

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
江
戸
時
代
か
ら
戦
後
初
期
ま
で
の
豊
島
区
の
教
育

を
概
観
し
た
展
示
に
な
っ
て
い
ま
す
。
は
じ
め
に
、
江
戸
時
代
に
寺
子
屋

（
手
習
い
塾
）
の
師
匠
を
務
め
て
い
た
柳や

ぎ
し
た下
家
を
取
り
上
げ
、
雑ぞ
う
し
が
や

司
ヶ
谷

村
に
お
け
る
庶
民
教
育
に
つ
い
て
古
文
書
を
通
し
て
み
て
い
き
ま
す
。
次

に
明
治
期
以
降
は
、
小
学
校
用
の
地
理
・
歴
史
・
社
会
科
教
科
書
な
ど
を

展
示
し
、
考
古
学
や
文
献
史
学
の
研
究
成
果
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
、

記
述
内
容
が
ど
う
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
「
暮
ら
し
」

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
学
３
年
生
の
郷
土
学
習
「
く
ら
し
の
う
つ
り

か
わ
り
」
に
即
し
て
、
昭
和
三
〇
年
代
の
暮
ら
し
の
様
子
を
六
畳
の
和
室

で
再
現
展
示
し
て
い
ま
す
。
家
庭
用
電
気
製
品
が
普
及
し
始
め
る
頃
の
資

料
を
、
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
、
見
て
、
触
れ
る
体
験
型
の
展
示
で

す
。
ま
た
、
釜か

ま

や
炭
火
ア
イ
ロ
ン
、
氷
冷
蔵
庫
な
ど
を
展
示
し
、
生
活
の

な
か
で
使
用
さ
れ
た
道
具
の
変
遷
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
暮
ら

し
の
工
夫
や
現
在
の
道
具
と
の
違
い
な
ど
を
探
し
な
が
ら
、
世
代
を
超
え

た
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。�

（
郷
土
）

郷
土
資
料
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念

　
　
　
　
　
　

企
画
展
第
１
弾
「
学
び
と
暮
ら
し
」
平
成
30
年
１
月
28
日
ま
で
開
催
中
!!
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１ 

大
地
の
誕
生

　

豊
島
区
域
は
、
武
蔵
野
台
地
北
東
部
を
構
成
す
る
豊と
し
ま
だ
い

島
台
と
本ほ
ん

郷ご
う
だ
い台
の
上
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
豊
島
台
は
、
新
宿
区
域
と
の
境

を
流
れ
る
神
田
川
以
北
、
池
袋
駅
周
辺
を
中
心
と
す
る
台
地
で
す
。

一
方
の
本
郷
台
は
、
板
橋
駅
周
辺
か
ら
大
塚
駅
の
東
側
を
通
り
、

神
田
川
へ
注
ぐ
谷や
ば
た
が
わ

端
川
以
東
の
台
地
で
す
。
こ
れ
ら
は
長
年
の
火

山
活
動
や
河
川
の
浸
食
、
土
地
の
隆
起
等
に
よ
っ
て
徐
々
に
形
成

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ビ
ル
や
商
店
・
住
宅
が
林
立
す
る
東
京
都
市
部
の
地
下
に
も
、

自
然
地
形
は
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
、

こ
う
し
た
自
然
地
形
の
上
で
日
々
営
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
自
然
と
人
が
刻
ん
だ
痕
跡
が
読
み
取
れ
る

高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
の
地
層
剥
ぎ
取
り
標
本
（
千
早
二
丁
目
の
谷

端
川
流
域
）
を
中
心
に
構
成
し
ま
し
た
。
天
井
に
向
か
っ
て
伸
び

る
標
本
の
迫
力
と
、
地
層
に
含
ま
れ
る
Ａ
Ｔ
（
姶あ
い
ら良

Tn
テ
フ
ラ
）

の
火
山
ガ
ラ
ス
や
水
田
の
痕
跡
で
あ
る
植
物
珪け
い
さ
ん
た
い

酸
体
（
イ
ネ
科
の

植
物
に
多
く
含
ま
れ
る
ガ
ラ
ス
質
細
胞
の
こ
と
）
と
い
っ
た
ミ
ク

ロ
の
世
界
と
の
対
比
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

２ 

原
風
景
以
前

　

豊
島
区
域
で
現
在
確
認
で
き
る
最
も
古
い
生
活
の
痕
跡
は
旧
石

器
時
代
。
お
よ
そ
一
万
五
〇
〇
〇
年
～
三
万
五
〇
〇
〇
年
前
に
あ

た
り
ま
す
。
当
時
は
大
型
の
獲
物
を
追
っ
て
生
活
の
場
を
移
動
し

て
い
ま
し
た
。
区
内
の
遺
跡
か
ら
は
ナ
イ
フ
型
石
器
や
焚た
き
び火

の
跡

な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
二
千
数
百
年
前
に
米
作
り

の
技
術
が
大
陸
か
ら
北
部
九
州
へ
伝
え
ら
れ
ま
す
。
約
一
八
〇
〇

年
前
の
弥
生
時
代
後
期
に
な
る
と
、
駒
込
や
池
袋
本
町
の
台
地
上

に
村
が
成
立
、
竪
穴
住
居
群
な
ど
の
存
在
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

本
郷
台
・
豊
島
台
に
広
が
る
豊
島
区
域
は
、
平
安
時
代
に
は
畠は
た

作さ
く

を
中
心
と
す
る
地
域
と
し
て
歴
史
に
現
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
鎌

倉
と
奥
州
を
結
ぶ
鎌
倉
街
道
中な
か
つ
み
ち
道
や
、
江
戸
と
滝
の
城
（
現
所
沢

市
）
を
結
ぶ
清き
よ
と
み
ち

戸
道
な

ど
、
こ
の
地
域
の
村
々

と
他
地
域
を
結
ぶ
道
が

造
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

旧
石
器
時
代
か
ら
武
士

が
登
場
し
て
戦
乱
の
時

代
が
終し
ゅ
う
え
ん
焉
を
迎
え
る
ま

で
を
取
り
上
げ
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
的
に
も
優
れ

た
原
物
の
石
器
や
土
器

を
、
至
近
距
離
か
ら
ご

鑑
賞
下
さ
い
。

３ 

原
風
景
の
形
成
と
変
容

　

現
在
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
日
常
風
景
の
原
形
（
原
風
景
）

は
、
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
は
じ
め
頃
に
形
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
河
川
の
流
路
、
主
要
街
道
の
整
備
な
ど
、
当
時
形

づ
く
ら
れ
た
自
然
環
境
、
生
活
環
境
の
多
く
が
現
在
に
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
豊
島
区
域
は
、
当
初
下
高
田
・
雑
司
ヶ
谷
・
巣
鴨
・

駒
込
・
池
袋
・
長
崎
の
六
ヶ
村
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た（
の
ち
に

新
田
堀
之
内
村
が
追
加
）が
、こ
れ
ら
の
村
々
が
成
立
す
る
の
も
こ

の
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
後
、
新
た
な
農
地
の
開
発
、
栽
培

す
る
農
産
物
の
変
化
、
街
道
沿
い
の
町ま
ち

場ば

化か

、
武
家
屋
敷
の
配
置

な
ど
に
よ
り
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
こ
の
地
域
の
景
観
が
徐
々
に

変
化
し
、
人
々
の
生
業
や
暮
ら
し
ぶ
り
も
多
様
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
区
内
最
古
の
文
書
資
料
で
あ
る
雑
司
ヶ

谷
村
の
検け
ん
ち
ち
ょ
う

地
帳
（
一
六
三
三
年
）、
町
場
に
居
住
し
て
い
た
人
た

ち
の
名
前
や
年
齢
・
職
業
を
書
き
上
げ
た
人に
ん
べ
つ
ち
ょ
う

別
帳
（
一
八
一
八

年
）
な
ど
の
和
紙
に
墨
で
記
さ
れ
た
古
文
書
、
和
綴
じ
で
製
本
さ

れ
た
書
籍
、
色
鮮
や
か
な
錦に
し
き
え絵

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
様
々

な
紙
資
料
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
覧
下
さ
い
。

常
設
展
示
室 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！　
～
学
芸
員
の
オ
ス
ス
メ
を
ご
紹
介
～
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４ 
近
代
都
市
へ
の
道

　

明
治
維
新
か
ら
現
在
に
い
た
る
約
一
五
〇
年
間
に
、
豊
島
区
域

は
、
近
郊
農
村
か
ら
副
都
心
池
袋
を
抱
え
る
都
内
有
数
の
繁
華

街
・
住
宅
密
集
地
域
と
し
て
大
き
な
発
展
を
と
げ
ま
す
。
明
治
後

期
か
ら
の
交
通
網
の
発
達
と
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東

大
震
災
を
機
に
人
口
が
急
増
し
、
社
会
事
業
施
設
や
学
校
、
中
小

工
場
が
次
々
と
進
出
し
、
市
街
地
化
が
加
速
し
ま
す
。
特
に
注
目

さ
れ
る
の
は
、『
赤
い
鳥
』
な
ど
の
児
童
文
化
や
新
教
育
運
動
が

目
白
・
池
袋
を
中
心
に
展
開
し
、
昭
和
初
年
に
芸
術
家
向
け
の
長

崎
ア
ト
リ
エ
村
（
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
）
が
誕
生
し
た
こ
と
で
す
。

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
は
、
巣
鴨
町
、
西
巣
鴨
町
、
高
田
町
、

長
崎
町
が
合
併
し
て
豊
島
区
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
市
化
の
諸
相
を
、
交
通
、
産
業
、
文
化
、

娯
楽
な
ど
様
々
な
切
り
口
で
年
に
数
回
展
示
替
え
を
し
な
が
ら
紹

介
し
ま
す
。
第
一
弾
は
「
巣
鴨
監
獄
の
誕
生
」「
時
代
を
映
す
記

念
乗
車
券
」
と
題
し
、
一
九
八
五
（
明
治
二
八
）
年
に
巣
鴨
村
に

誕
生
し
た
巣
鴨
監
獄

（
現
在
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ
）
の
貴
重

な
絵
葉
書
と
、
昭
和

初
年
か
ら
二
〇
年
代

の
記
念
乗
車
券
一
六

点
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
一
九
三
九
（
昭

和
一
四
）
年
の
市
電

池
袋
駅
延
長
記
念
乗

車
券
は
珍
し
く
、
一

見
の
価
値
あ
り
で
す
。

５ 

語
り
継
ぐ
・
戦
争

　

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
満
州
事
変
に
続
き
、
一
九
三
七
年

の
日
中
全
面
戦
争
に
よ
り
本
格
的
な
戦
争
の
時
代
に
突
入
し
ま
す
。

前
線（
戦
場
）と
銃
後（
国
内
）の
区
別
が
な
く
な
り
、国
民
全
員

が
戦
争
に
動
員
さ
れ
る
総
力
戦
と
な
り
ま
し
た
。
豊
島
区
で
は
、

一
九
四
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
計
一
一
回
の
空
襲
を
受
け
、
特

に
一
九
四
五
年
四
月
一
三
日
の
城
北
大
空
襲
で
は
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
、
区
の
約
七
割
が
焼
失
し
ま
し
た
。
戦
地
に
出
征
し
た
兵

士
、
厳
し
い
統
制
下
で
暮
ら
す
区
民
、
集
団
疎
開
し
た
学
童
、
空

襲
の
被
災
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
戦
争
に
関
わ
り
、
戦
後
の
廃
墟

か
ら
立
ち
上
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
戦
時
下
の
く
ら
し
」「
豊
島
に
空
襲
が
あ
っ
た
日
～
区
民
が
撮
っ

た
空
襲
の
記
録
～
」「
池
袋
ヤ
ミ
市
」「
戦
後
の
復
興
」
を
テ
ー
マ

に
、
戦
中
・
戦
後
の
生
活
資
料
や
写
真
、地
図
、池
袋
東
口
の
ヤ

ミ
市
模
型
等
を
通
し
て
、地
域
か
ら
戦
争
を
見
つ
め
直
し
、
平
和

の
大
切
さ
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
弾
は
、「
あ
る

出
征
兵
士
の
足
跡
」

「
隣
組
と
防
空
活
動
」

「
４
・
１
３
城
北
大

空
襲
」「
配
給
と
ヤ

ミ
市
の
時
代
」
と
題

し
、
計
二
八
点
の
資

料
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
年
に
数

回
、
テ
ー
マ
を
替
え

な
が
ら
資
料
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

６ 

暮
ら
す
・
祈
り

　

大
き
な
事
件
や
災
害
、
行
政
的
な
変
革
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

私
た
ち
の
生
活
は
絶
え
間
な
く
続
い
て
い
き
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
社
会
の
変
動
の
な
か
に
あ
っ
て
、
区
内
に
住
む
人
び

と
の
生
活
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
、
変
化
し
、
移
ろ
っ
て
き

た
の
か
、
生
活
の
様
相
を
様
々
な
テ
ー
マ
と
視
点
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

初
回
は
豊
島
区
の
農
業
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
豊
島

区
に
農
地
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
展
示
し
て
い
る
農
具
は
、
か

つ
て
区
内
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
道
具
た
ち
で
す
。
農
具
の

持
ち
方
や
使
用
法
を
図
示

し
た
絵
か
ら
仕
事
を
す
る

動
作
や
様
相
を
、
農
作
業

の
一
年
を
示
す
農
事
暦
か

ら
自
然
や
季
節
を
基
準
と

し
た
暮
ら
し
の
リ
ズ
ム
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
展
示
を
通
し
て
、

今
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
と

共
通
す
る
と
こ
ろ
、
変

わ
っ
た
と
こ
ろ
を
ぜ
ひ
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
常
設
展
示
室
で
は
、
区
内
の
歴
史
を
五
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

別
に
見
ら
れ
る
「
色
で
た
ど
る
豊
島
区
年
表
」
や
文
化
財
の
所
在

地
や
旧
村
域
な
ど
が
わ
か
る
「
豊
島
区
史
跡
マ
ッ
プ
」
を
新
た
に

展
示
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

（
郷
土
）
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か
た
り
べ
121
号
に
て
、一
九
四
八（
昭
和
二
三
）

年
に
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
富
多
村
大
字
下し
も

吉き
つ
ま妻

（
現
春
日
部
市
）
の
鈴
木
家
本
宅
（
以
下
、
本

宅
）
か
ら
移
築
さ
れ
た
座
敷
棟
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
こ
の
本
宅
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

な
建
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
九
一
六

（
大
正
五
）
年
四
月
に
描
か
れ
た
「
鈴
木
信
太

郎
吉き
っ
そ
う
の
ず

相
之
図
」
と
い
う
家
相
図
が
残
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
本
宅
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

そ
の
前
に
改
め
て
鈴
木
家
に
つ
い
て
話
を
す

る
と
、
鈴
木
家
は
古
く
か
ら
の
吉
妻
の
地
主
の

家
系
で
、
約
百
町
歩
（
約
三
〇
万
坪
）
の
土
地

を
所
有
し
て
い
ま
し
た
。
一
八
七
一
（
明
治

四
）
年
に
信
太
郎
の
祖
父
・
平へ
い

兵べ

衛え

は
、
長
男

の
春は
る
ぞ
う蔵

に
土
地
の
管
理
を
任
せ
、
自
身
は
神
田

佐
久
間
町
（
現
千
代
田
区
）
に
吉
妻
で
穫
れ
る

米
を
運
び
、
米
問
屋
を
開
き
ま
す
。
一
八
八
五

年
に
跡
を
継
い
だ
信
太
郎
の
父
・
政ま
さ

次じ

郎ろ
う

は
、

一
九
一
八
年
の
長
女
・
き
く
の
結
婚
を
契
機
に

米
問
屋
の
経
営
を
娘
婿
に
任
せ
て
西
巣
鴨
町

（
現
東
池
袋
）
に
転
居
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
宅
に
話
を
戻
し
ま
す
と
、
敷
地
は

付
属
屋
等
を
含
め
て
約
二
〇
〇
〇
坪
あ
り
ま
し

た
。
周
囲
に
は
壕ご
う

が
め
ぐ
っ
て
お
り
、
巳
の
方

角
（
南
南
東
）
に
立
つ
長
屋
門
か
ら
緩
や
か
な

勾
配
の
石
畳
の
通
路
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
本
宅

が
建
っ
て
い
ま
す
。
本
宅
の
北
側
に
は
蔵
が
四

棟
、
東
側
に
鳥
小
屋
、
厩う
ま
や、
蔵
（
納
屋
）
二
棟

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
側
に
は
築
山
と
池

を
配
し
た
庭
が
広
が
る
な
か
、
庭
の
隅
に
は
香

取
様
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
神
社
が
あ
り
ま
し
た
。

敷
地
北
側
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
雨
の

際
に
起
き
る
利
根
川
、
江
戸
川
の
氾は
ん
ら
ん濫

に
よ
る

洪
水
対
策
で
、
蔵
に
は
舟
も
用
意
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

本
宅
の
平
面
構
成
は
、
土
間
と
田
の
字
型
に

配
さ
れ
た
四
室
が
中
心
と
な
り
構
成
さ
れ
る

「
田
の
字
型
（
四
つ
間
取
り
）」
と
呼
ば
れ
る
伝

統
的
な
間
取
り
で
す
。
鈴
木
家
の
場
合
は
、
土

間
の
東
側
に
釜
場
、
湯
殿
と
い
っ
た
水
回
り
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
間
の
西
側
に
一
〇
畳

が
四
室
あ
り
ま
す
。
十
畳
と
は
廊
下
を
介
し
て

北
側
に
八
畳
と
三
畳
、
そ
の
西
側
に
突
き
出
す

よ
う
な
形
で
八
畳
、
六
畳
、
三
畳
か
ら
な
る

「
書
院
」
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
書
院
」

が
大
塚
に
移
築
さ
れ
た
座
敷
棟
に
あ
た
り
ま
す
。

本
宅
の
建
設
時
期
は
正
確
に
は
分
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
明
治
二
〇
年
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、「
書
院
」
は
増
築
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
と
あ
る
旗

本
屋
敷
を
移
築
し
た
も
の
と

い
う
逸い
つ

話わ

も
あ
る
そ
う
で
す

が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

信
太
郎
が
家
督
を
継
い
だ

後
も
鈴
木
家
は
不
在
地
主
と

し
て
吉
妻
の
土
地
を
所
有
し

て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
の
農

地
改
革
に
よ
り
全
て
の
土
地

を
手
放
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
宅
も
長
屋
門
や
蔵
等
は
取

り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、「
書

院
」
は
大
塚
、
主
屋
は
千
葉

県
野
田
市
に
移
築
さ
れ
現
存

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
郷
土　

木
下
）

　

�【
参
考
文
献
】『
フ
ラ
ン
ス
文

学
者
の
誕
生
』
鈴
木
道
彦
著
、

筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年

　
お
詫
び
と
訂
正

　

�

か
た
り
べ
124
号
（
二
〇
一
七
年
七
月
七
日
発
行
）

三
ペ
ー
ジ
の
図
三
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
写
真
の
人
物
は
信
太
郎
で
は
な
く
、
信
太
郎

の
弟
・
重
次
郎
で
す
。
関
係
者
な
ら
び
に
読
者
の

皆
様
に
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
訂
正

い
た
し
ま
す
。

「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
の
資
料
た
ち　
　

第
⓬
回
　
埼
玉
県
吉
妻
の
鈴
木
家
本
宅

　「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目

に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
、
正
確
に
は
「
豊
島

区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」

と
い
う
名
称
で
す
。
現
在
豊
島
区
で
は
、
こ
の
建
物

を
改
修
・
整
備
し
て
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念

館
」
を
開
設
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「鈴木信太郎吉相之図」（○で囲った部分が現座敷棟にあたる）
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豊
島
区
で
は
、
戦
前
か
ら
今
日
ま
で
著
名
な
作
家

た
ち
が
暮
ら
し
、
集
い
、
活
発
な
創
作
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
大
衆
文
学
、
詩
歌
、
児
童
文
学
、
童

謡
、
童
画
、
マ
ン
ガ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
わ
た

り
、
ゆ
か
り
の
あ
る
主
な
作
家
だ
け
で
も
百
名
以
上

に
な
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゆ
か
り
の
作

家
ひ
と
り
ひ
と
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

探
偵
小
説
家　

江え

戸ど

川が
わ

　
乱ら
ん
歩ぽ

�

（
一
八
九
四
―
一
九
六
五
）　

【
乱
歩
の
生
い
立
ち
】

　

江
戸
川
乱
歩
は
、一
八
九
四（
明
治
二
七
）年

一
〇
月
二
一
日
、三
重
県
名な

ば
り
ぐ
ん

張
郡
名
張
町（
現
・

名
張
市
）
に
て
誕
生
し
ま
し
た
。
探
偵
小
説
へ

の
興
味
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
強
く
、
中
学
時
代

の
夏
休
み
に
は
、
滞
在
先
だ
っ
た
熱
海
の
貸
本

屋
で
黒く
ろ
い
わ岩

涙る
い

香か

の
『
幽
霊
塔
』
を
借
り
、
宿
に

籠こ

も
っ
て
読
み
耽ふ

け

っ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

　

大
学
在
学
中
に
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー

や
ア
ー
サ
ー
・
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
探
偵
小
説
に

英
文
で
初
め
て
接
し
、
そ
の
面
白
さ
に
耽た
ん

溺で
き

す

る
よ
う
に
な
る
と
、
図
書
館
に
通
い
探
偵
小
説

を
読
み
漁
り
ま
す
。
初
め
て
の
探
偵
小
説
「
火ひ

縄な
わ

銃じ
ゅ
う」
を
執
筆
し
た
の
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）

年
の
こ
と
で
、
大
学
卒
業
の
前
年
で
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
職
を
転
々
と
す
る
乱
歩
で
し

た
が
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
雑
誌
『
新

青
年
』
四
月
号
に
「
二に

銭せ
ん

銅ど
う

貨か

」
が
掲
載
さ
れ
、

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
暗
号
を

駆
使
し
た
本
格
探
偵
小
説
で
、
翻
訳
・
翻
案
も

の
が
主
流
だ
っ
た
当
時
、
日
本
人
の
手
に
よ
る

そ
の
作
品
は
、
多
く
の
読
者
に
衝
撃
を
与
え
ま

し
た
。

　

以
後
、
乱
歩
は
「
Ｄ
坂
の
殺
人
事
件
」（
大
正

一
四
年
）、「
陰い
ん
じ
ゅ
う獣
」（
昭
和
三
年
）、「
押お
し
え絵
と

旅
す
る
男
」（
昭
和
四
年
）
な
ど
、
数
々
の
作

品
を
発
表
、
本
格
も
の
か
ら
怪
奇
幻
想
、
通
俗

小
説
ま
で
幅
広
く
執
筆
し
、
探
偵
作
家
と
し
て

不
動
の
地
位
を
築
き
ま
し
た
。

【
土
曜
会
と
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
】

　

乱
歩
は
引
っ
越
し
魔
で
も
あ
り
、
生
涯
で
四

六
回
転
居
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
彼
の
最
後
の
転
居
先
が
、
豊
島
区
池

袋
西
口
に
あ
っ
た
土
蔵
付
き
の
平
屋
建
て
の
邸

宅
で
し
た
。
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
居
を

移
し
て
以
来
三
二
年
間
、
乱
歩
に
と
っ
て
最
も

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

豊
島
区
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

よ
か
っ
た
探
偵
作
家
の
大お
お
し
た下
宇う

だ

る
陀
児
で
、
乱
歩

邸
か
ら
池
袋
駅
を
挟
ん
で
徒
歩
一
五
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
に
は
、「
土
曜

会
」
が
発
展
し
、
探
偵
小
説
家
た
ち
の
親し
ん
ぼ
く睦
団

体
「
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
」
が
組
織
さ
れ
ま
す
。

初
代
会
長
に
乱
歩
、
副
会
長
に
宇
陀
児
が
就
任

し
、
会
報
の
発
行
や
文
学
賞
の
制
定
な
ど
、
探

偵
小
説
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

乱
歩
自
身
も
評
論
集
『
幻げ
ん
え
い
じ
ょ
う

影
城
』
で
一
九
五

二
（
昭
和
二
七
）
年
第
五
回
日
本
推
理
作
家
協

会
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二

九
）
年
に
関
西
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
を
合
併
し
、

日
本
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
と
改
称
、
一
九
六
三

（
昭
和
三
八
）
年
に
は
社
団
法
人
日
本
推
理
作

家
協
会
と
な
り
、
数
多
く
の
作
家
、
評
論
家
等

が
在
籍
す
る
組
織
と
し
て
、
今
年
で
結
成
七
〇

周
年
を
迎
え
、
ミ
ス
テ
リ
ー
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
現
在
も
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

�

（
文
学
・
マ
ン
ガ　

安
達
）

平井憲太郎氏 提供

長
く
居
住
し
た
家
と
な
り
ま
し
た
。

　

元
々
は
人
付
き
合
い
が
苦
手
で
、
あ
ま
り
人

前
に
出
な
か
っ
た
乱
歩
で
す
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
中
、
小
説
家
と
し
て
の
仕
事
が
ほ
ぼ
な
く

な
っ
た
た
め
、
地
域
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
乱
歩
は
池
袋
北
町
町
会
の
副
会
長

を
つ
と
め
、
会
合
へ
の
出
席
や
、
隣
組
で
の
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
人
と
関
わ
る
こ
と
を
厭い
と

わ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

終
戦
を
迎
え
る
と
、
ほ
ど
な
く
し
て
乱
歩
邸

に
は
編
集
者
や
探
偵
作
家
た
ち
が
足
を
運
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
す
。
探
偵
小
説
愛
好
家
や
作
家
志

願
者
も
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
自
宅
に
一
堂
が

会
す
る
に
は
手
狭
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
乱
歩
の
発
案
で
、
作
家
や
愛
好
家
ら

が
月
に
一
度
集
ま
っ
て
、
探
偵
小
説
に
つ
い
て

語
る
場
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
の
会
合
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）

年
六
月
一
五
日
に
日
本
橋
の
岩
谷
書
店
（
雑
誌

『
宝
石
』
の
出
版
元
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
月
か
ら
は
そ
の
会
合
に
「
土
曜
会
」
と
い

う
名
が
付
き
ま
す
が
、
命
名
者
は
乱
歩
と
仲
の

「探偵作家クラブ會報」第一号 
（『探偵作家クラブ会報（第1号
~ 第50号）』復刻　柏書房）　
1990年　豊島区蔵

『幻影城』（岩谷書店・特製限定版）
1954年　写真は函

はこ

　　豊島区蔵
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後  

記

　
『
か
た
り
べ
』
一
二
六
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
本
号
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
特
集
号
に
な
り
ま
す
。

　

一
昨
年
一
二
月
よ
り
長
期
休
館
し
て
お

り
ま
し
た
郷
土
資
料
館
が
い
よ
い
よ
開
館

と
な
り
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
開
館
を

心
待
ち
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、
こ

の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
休
館
中
、
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
開
館
後
、
来
館
者
の
方
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
様
々
な
ご
意
見
を
頂

戴
し
て
お
り
ま
す
。「
き
れ
い
に
な
っ

た
」、「
実
際
の
道
具
が
見
ら
れ
て
楽
し

い
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
学
芸
ス
タ
ッ
フ
一
同
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
展
示
内
容
に
つ
い
て
の
ご
指
摘

を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
参

考
に
説
明
文
の
追
加
を
す
る
な
ど
、
皆
様

の
お
声
に
日
々
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
展
示
室
と
と
も
に
、
郷

土
資
料
館
が
み
な
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
場

と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
編
集　

上
田
）
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掲
載
作
品
は
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
七

月
九
日
号
の
『
週し
ゅ
う
か
ん刊

小お
ご
う
ち

河
内
』
の
一
図
で
す
。

表
紙
を
含
め
全
八
頁
の
う
ち
、
黒
い
太
い
線
と

紙
の
地
で
構
成
さ
れ
た
四
頁
目
は
、
桂
川
寛

（
一
九
二
四
―
二
〇
一
一
）
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
紙
は
焼
け
、
周
囲
は
劣
化
し
て
い
ま
す
が
、

小
高
い
丘
か
ら
鉢
巻
き
姿
の
労
働
者
た
ち
が
大

勢
下
り
、
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
人
々
の
背

景
に
は
、
物
見
櫓
の
よ
う
な
も
の
を
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
絵
の
下
に
は
「
４�

９
日
の
あ
さ
は
来
た　

飯
場
は
薄
暗
い
う
ち
か

ら
わ
き
立
つ
た
。
七
つ
の
要
求
を
俺
た
ち
の
力

で
か
ち
取
る
日
が
来
た
の
だ　

昨
日
ス
ト
に
反

対
し
た
仲
間
も
デ
モ
に
加
つ
た
」
と
い
う
文
字

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
活
字
で
は
な
く
手
書
き

で
も
な
く
、
通
称
ガ
リ
版
と
呼
ば
れ
た
謄
写
版

に
よ
る
も
の
で
す
。
版
に
よ
る
複
数
制
作
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

小
河
内
村
（
現
奥
多
摩
町
）
は
、
東
京
都
奥

多
摩
郡
西
部
で
行
わ
れ
て
い
た
ダ
ム
工
事
の
現

場
が
あ
る
場
所
で
し
た
。
そ
こ
で
は
、
共
産
党

か
ら
前
衛
美
術
会
に
所
属
す
る
画
家
た
ち
が
複

数
送
り
こ
ま
れ
、
都
市
労
働
者
と
農
民
を
結
ぶ

た
め
の
い
わ
ゆ
る
山
村
工
作
隊
と
し
て
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
印
刷
物
は
画
家
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
絵
つ
き
で
作
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
山
の

中
で
印
刷
屋
に
出
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
は
ガ
リ
版
を
背
負
っ
て
山
に
持
ち
込
み
、

立
ち
退
い
た
民
家
の
板
切
れ
を
は
が
し
、
木
版

を
彫
り
、
刷
っ
た
の
で
す
。
こ
の
あ
た
り
の
事

情
は
、
桂
川
の
自
著
『
廃
墟
の
前
衛
』（
一
葉
社
、

二
〇
〇
四
年
）
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
と
り
あ
げ
て
い
る『
週
刊
小
河
内
』は
、複

数
の
作
者
の
手
に
よ
る
合
作
に
な
り
ま
す
。
桂

川
か
ら
豊
島
区
に
寄
贈
さ
れ
た
同
紙
に
は
作
者

名
の
書
き
込
み
が
残
さ
れ
て
お
り
、
前
掲
書
に

詳
し
く
全
画
像
と
文
字
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
複
数
制
作
さ
れ
た

『
週
刊
小
河
内
』
は
、
こ
れ
ま
で
技
法
的
に
は

謄
写
版＊

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
よ
く
よ

く
見
る
と
、
そ
し
て
裏
面
へ
の
イ
ン
ク
の
写
り

か
ら
し
て
、
上
図
は
桂
川
が
著
作
に
書
い
て
い

る
と
こ
ろ
の
木
版
な
の
で
す
。
こ
れ
は
木
版
と

謄
写
版
と
の
「
二
版
刷
り
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
同
じ
紙
に
二
度
、
刷
っ
て
い
る
の
で

す
。
本
紙
は
何
部
刷
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
彼
ら
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
一
作
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
小
河
内
山
村
工
作
隊
に
関
係
す
る
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
や
資
料
を
、
二
〇
一
八
（
平
成

三
〇
）
年
二
月
六
日
か
ら
三
月
二
五
日
ま
で
郷

土
資
料
館
企
画
展
示
室
に
展
示
し
ま
す
。「
ア

ト
リ
エ
の
と
き
へ
―
10
の
小
宇
宙
」
と
題
し
、

五
人
の
作
家
の
ア
ト
リ
エ
映
像
と
九
人
の
作
家

の
作
品
で
構
成
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。�

（
美
術　

小
林
）

＊�

技
法
表
記
の
際
に
は
「
謄
写
版
」
を
使
う
こ
と
が

多
い
で
す
。

作
品
を
見
る

読
む  

�  

桂
川 

寛  

『
週
刊  

小
河
内
　
　
　
　
　
　

　
か
く
て
斗
は
は
じ
ま
つ
た
！
』

図版（上）：
　�『週刊小河内���かくて斗は
はじまつた！』4頁
　桂川寛��謄写版・木版、紙
　�1952年7月9日��12.8×18.3㎝、
豊島区蔵
参考（下）：
　『週刊小河内』表紙


